
ヲ
ウ
ラ
小
滞

珠
洲
加
木
郎
郷
に
闘
す
る
部
古
川
。

能
殺
名
跡
芯
に
、
『
民
協
よ

0
小
柏
山
村
へ
十
三
間
あ

務
政
の
頃
能
殺
で
は
、
-'り
。
礎
に
滋
叙
の
口
町
子
岩
と
い
う
て
夜
り
。
叉
同

ヱ
サ
l
ヲ
力

川
刺
長
の
沼
山
養
老
附
士
山
相
に
は
、
施
行
刊
五
石
か

ら
十
依
に
京
る
間
指
が
十
三
人
も

椛
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。
凶
廓
白
抜
問
答
に
、
金
搬
の
例
帽

mu利
慌
の
時

か
ら
繍
紀
の
時
ま
で
、
一
二
人
扶
持

・
ニ
イ
山
間
を
協
は

り
、

一
刀
を
惜
し
、
時
限
右
衛
門
な
ど
は
足
料
の
矧

で
苗
字
を
有
し
た
が
、
言
上
紙
耐
の
み
に
は
凶
器
4

を

除
い
た
。
然
る
に
彼
等
は
叫
間
決
死
紛
え
て
、
そ
の
代

り
を
召
抱
へ
ら
れ
る
こ
と
も
な
〈
、
子
却
を
御
胞
と

し
て
、
館
六
勿
を
似
一
匁
で
山
上
げ
、
代
鋭
を
年
切

で
下
附
せ
ら
れ
、

一
刀
を
併
す
る
川
町
人
で
ゐ
た
o
H
V

保
九
年
改
め
て
似
指
を
羽
抱
へ

、
宛
行
を
=
一
人
扶
持
・

十
五
伎
と
し
、

役
一
片
一
少
年
三
千
刻
と
定
め
、
小
川

は
三

λ
扶
持
・
二
十
山
間
・役
時
二
千
羽
と
し
、
前
後
足

柄
一
列
の
符
辿
と
な
っ
た
。

ヱ
サ
シ
マ
チ
鐸
指
町

金
仰
の
首
町
名
。
或
は

浅
野
似
指
川
と
も
い
う
た
。
元
隊
十
一
年
の
文
訟
に

は
御
飢
謂
川
と
訟
い
て
あ
ろ
。
滞
政
小
町
方
削
指
容

の
組
地
で
、
初
め
首
相
川
指
町
に
居
た
の
が
料
じ
た
の

で
あ
る
と
い
ふ
。
今
の
浅
野
町
の

一
郊
で
あ
ら
う
。

ヱ
ネ
ゴ
ホ

リ

ゑ

ね

郡
江
川
山
出
荷
巾
訪
の
文
部

に
ゑ
リ
副
部
、

X
は
ゑ
朴
の
制
、
又
は
よ
科
端
、
又
は

米
側
と
都
い
た
も
の
が
あ
る
。
上
自
の
え
ぬ
郡
山
釧

が
枕
り
な
が
ら
此
頃
ま
で
似
は
っ
て
ゐ
た
も
の
と
忠

は
れ
る
。
抗
務
官
間
銀
腕
時
帆
小
早
川
努
秩
よ

0
剛
山
野

際
共
街
へ
の
犯
行
以
に
は
久
村
山
柑
蹴
出
い
れ
と
あ
る

が
、
こ
れ
は
ゑ
科
部
を
拠
ね
し
た
も
の
℃
あ
る
。

ヱ
ボ
シ
イ
ハ

烏
帽
子
岩

能
架
部
出
口
上
の
間
隔

四
O
O米
、
町
四
俣
川
に
沿
ふ
道
路
に
在
る
。
『
絞
微
細

に
、
『
烏
帽
子
山
田
、
結
上
村
に
あ
。
。
一
川
さ
十
.h
聞
説

に
て
、
形
防
相
子
に
似
た
り
。
古
は
此
告
を
跡
と
娯

↑
め
、
村
名
の
文
字
を
岩
訓
と
芯
き
し
よ
し
。
』
と
氾
す

一
る
。

ヱ
ポ
シ
オ
ヤ

烏
帽
子
親

男
子
十
七
銭
に
淫
す
る
時
、
そ
の
信
問

1
る
人
に
騎

う
て
H
M
桁
子
刻
と
し
、
餅
括
部
す
を
附
り
、
貌
か
ら
は

ぬ
桁
子
子
に
符
を
奥
へ

、
日
を
期
し
て
前
回
世
を
去
り

幼
名
を
収
め
し
め
た
。
即
ち
元
服
の
式
で
あ
る
。

ヱ
ポ
シ
ジ
マ
烏
帽
子
島

品
〈
瓜
京
)
。

京
都
に
在
っ
た
加
賀

』
コ
シ
キ
ジ
マ

甑

鼓
堂
と
い
う
て
あ
り
。

何
れ
に
も
泊
凶
に
は
磁
純
の

笛
跡
所
々
に
あ
り
。

既
に
い
へ
る
曲
以
認
す
也
。
此
宮

は
一
十
一
氏
の
{
呂
と
い
う
て
、
よ
き
枇
地
也
。
御
利
体
阿

漏
陀
如
来
的
木
像
の
問
。
又
阿
山
に
崎
山
と
い
う
て

あ
り
。
聞
き
地
に
て
よ
き
加
地
あ
り
。
百
姓
彦
兵
衛

と
い
う
で
あ
り
o
此
者
の
先
組
側
き
し
也
O
』
と
記

す
る
。

ヱ
ポ
シ
ャ
マ
烏
帽
子
山

石
川
郷
拠
地
畑
山
訴
の

商
出
に
在
る
山
。
拠
地
か
ら
山
町
へ
二
粁
係
。
高
さ

仰
上
測
定
一
一
四
二
米
、
地
釘
第
三
紀
日
目
。

ヲ
ウ
ラ
カ
ツ
モ
リ
小
浦
一
守

沼
制
明
石
見
守
。

父
は
三
都
石
見
守
光
股
。
一
守
は
制
先
以
来
越
巾
氷

見
庄
拙
旧
村
小
浦
山
に
築
慨
す
る
を
以
て
小
測
を
氏

と
し
た
。
天
正
四
年
上
杉
盟
問
備
に
邸
し
、
六
年
謙
信

の
波
後
佐
々
成
政
に
臣
都
し
た
が
。
十
三
年
成
政
の

新
川
糊
に
去
っ
た
時
、

一
昨
寸
も
小
浦
山
由
を
裂
で
、
十

五
年
成
政
に
肥
後
に
附
ひ
、
十
六
年
そ
の
自
織
を
命

ぜ
ら
れ
た
径
は
岡
山
努
治
の
家
中
に
日

L
、
文
徹
二
年

能
昌
R
m
羽
咋
郡
飯
山
に
移
。
、
制
隔
世
し
て
松
原
野
安
と

稿

L
、
元
利
元
年
二
且
六
十
九
訟
や
日
以
て
現
し
た
。

ヲ
ウ
ラ
シ
ョ
ウ
エ
ン
小
滞
松
園

沼
総
加
到
屋

出
口
左
衛
門
。
羽
咋
郡
小
捕
に
位

L
、
白
井
戸
年
防
に
以

ん
で
開
刊
を
拙
い
た
。
お
永
四
年
十
H
A
官
二
日
六
十
一

滋
で
夜
。

ヲ
河
北
郡
五
ケ
庄
に
印
刷
す
る
部
前
。

臥
主
部
大
口
出
庇
に
邸
ず
る
部
首
問
。

小
池
川
原

臨
品
加
矢
印
郷
に

ヲ
イ
ケ
小
池

ヲ
イ
ケ

小
池

ヲ
イ
ケ
ガ
ハ
ラ

闘
す
る
部
前
。

ヲ
イ
シ
小
石

臥
十
宮
山
部
櫛
出
正
に
邸
す
る
部
首
問
。

ヲ
イ

セ

小

伊

副
山
首
鳳
京
郡
大
原
庄
に
闘
す
る
部

w
m
o
他
殺
名
跡
志
に
、『
小
伊
勢
材
、
氏
前
償
問
大
明

耐
に
て
、
部
川
開
何
年
九
且
十
五
日
也
。
苛
は
伊
勢
の

内
外
の
仰
耐
を
抑
制
し
て
総
人
歩
を
辺
ぶ
政
、
本
伊

勢
の
名
あ
る
則
。
』
叉

『
今
も
此
村
に
御
飢
な
ど
L
て

あ
り
。
是
は
伊
勢
の
御
附
の
館
跡
と
も
い
へ
り
。
』
と

あ
ろ
。

ヲ
カ

岡

江
抑
制
制
那
谷
谷
に
邸
す
る
部
町
問
。
約

日
本
紀
夫
平
氏
千
六
年
間
且
に
、『
壬
巾
勅
越
前
凶
江

沼
制
山
背
郷
戸
五
十
畑
山
炉
入
附
寺
吋
』
と
あ
る
か
ら
、

大
和
凶
問
寺
田
剛
に
な
っ
て
ゐ
た
の
は
此
腕
で
あ
ら
う

と
い
ふ
段
も
あ
る
。

ヲ
カ

岡

胤
心
部
北
三
郷
之
内
中
山
郷
に
幽
す

る
部
古
川
。

ヲ
カ

岡

臨
応
榔
巾
ぬ
の
内
の
小
手
。

ヲ
ガ
キ

小
垣

臥
主
総
諸
橋
郷
に
臨
す
る
部
跡
的
。

永
敵
況
年
の
鵜
川
天
揃
{
呂
流
山
間
修
治
犯
に
小
垣
村
の

各
が
見
え
る
。

ヲ
カ
ザ
キ
テ
イ

小
浦

羽
咋
郡
川
叩
松
庄
に
因
す
る
郎
W

問。

小
浦

町
出
向
地
能
奇
心
陀
に
邸
す
る
部

古
川
。
但
し
そ
の
民
家
は
阪
安
巾
か
ら
断
紛
L
て
今
作

せ
ぬ
。

ヲ
ウ
ラ

ヲ
ウ
ラ

岡
崎
却

九
三
二

ヲ
カ
ジ

マ
カ
ツ
ノ

プ

向

島

一
際

沼
紛
市
郎
兵

衛
。

一
部
元
隙
。
附
巾
一
元
の
三
男
で
、
家
拙
酬
と
な

り
耳
千
石
を
領
し
た
。
初
出
出
は
前
川
利
政
の
女
。
苛

駐
都
行
・公
取
引
相
田
中
行
・御
本
丸
御
城
番
に
慨
任
L
、

明
回
目
元
年
を
以
て
夜
。

務
邸
。
剛
院
邸
の
頃
加
れ
滞
は
そ
の
大
兵
を
一尽
に
留
め

る
必
裂
・か
あ
っ
た
の
で
、
格
外
附
抗
町
村
に
四
高
三
千

一
一
一
イ
八
坪
の
地
を
的
り
て
似
合
を
起
し
、
三
年
八
月

六
日
之
を
設
が
邸
地
と
し
て
県
へ
ら
れ
ん
こ
と
な
砧

府
に
求
め
て
そ
の
同
訟
を
得
、
明
治
元
年
J
1

一
月

H

六
日
建
築
が
成
っ
た
。
二
年
正
且
前
川
阿
国
棋
の
上
京

し
た
附
宿
泊
し
た
の
も
こ
の
郎
で
あ
ろ
。

ヲ
ガ
サ
ハ
ラ
ギ
ヨ
ウ
プ
小
笠
原
刑
部

前
川
利

協
の
隠
で
推
歩
の
術
に
刺
刺
し
か
っ
た
。
大
坂
冬
山
仰
に

利
門
的
、

城
上
に
印
刷
の
放
つ
を
見
て
川
畑山に
hru
は
せ
た

所
、
組
成
の
叙
で
、
や
が
て
利
減
と
な
る
で
あ
ら
う

と
断
じ
た
が
、
果
し
て
そ
の
迎
。
に
な
っ
た
。
夏
の

仰
に
も
、
期
の
上
に
筑
の
放
っ
そ
兇
て
、
山
仰
の
筑

な
る
が
政
に
=
一
日
の
内
に
町
m
M
刊
す
べ
き
こ
と
を
沼
ひ

話
て
た
。

ヲ
カ
ジ
マ
イ
チ
J
カ
ミ
岡
島
市
正

附
巾

一世口

の
二
男
。
越
殺
到
三
州
志
に
、
聞
出
長
五
年
大
山
町
寺
城

攻
繋
に
、
市
-止
は
白
川
一
蹴
人
前
定
と
担
駒
山
岨
L
、
同
じ

〈
銀
梨
子
打
の
円
を
若
て
迩
み
、阪

λ
は
認
先
に
節
9

丸
に
来
入
っ
て
民
似
自
刻
L
、
市
一
止
も
次
い
で
戦
死

し
た
o
u
T
年
十
一
八
と
あ
る
。

ヲ
カ
ジ

マ
カ
ツ
キ
ヨ

向
島

一
清

泊
税
問
次
郎
。

市
郎
兵
衛
元
信
の
子
卸
左
街
門
一
川
直
、
そ
の
子
阪
入

元
町
、
そ
の
子
削
次
郎
一
泊
で
あ
る
。
芋
保
九
年
入

且
父
の
死
後
、

一
泊
幼
な
る
を
以
℃
治
知
四
千
百

ι

内
ゴ
l

二
百
J
t
}
刊
を
刷
ぎ
、
イ
二
年
十
万
二
日
六
以
E

早
悦
し
た
の
で
、
跡
式
相
割
引
の
命
が
な
〈
、
家
法
に

断
絶
し
た
。


